	職種：制作　　職務：制作計画
【概要】

イベント開催について、制作業務の計画作成と制作業務の準備・実施をする仕事であり、イベント全体の基本計画を受けて、演出・音響・照明・映像・美術などの専門技術について、制作作業の計画立案を行う仕事。
【仕事の内容】
制作計画職務の仕事は、大別すると以下のとおりである。

（１）実施計画作成

基本計画を受けて、担当する制作業務遂行のための実施計画を企画立案・作成する仕事。

（２）制作チーム編制

担当する制作業務遂行のための社内外のメンバーを選出・交渉し、協力会社への発注作業を行う仕事。

（３）制作スケジュール計画

担当する制作業務遂行のためのスケジュール計画を立案し、管理・調整する仕事。

（４）制作予算計画

担当する制作業務遂行のための実行予算計画を立案し、管理・調整する仕事。

【求められる知識・経験】
イベント開催について、イベント全体の基本計画を受けて、演出・音響・照明・映像・美術などの専門技術について、制作作業の計画立案などを行う制作計画職務では、自社が担当する制作専門技術業務に対する知識と、実施計画作成能力が求められる。

【関連する資格・検定など】

・「イベント検定」資格試験〔社団法人日本イベント産業振興協会（ＪＡＣＥ）〕

・「イベント業務管理者」資格試験〔社団法人日本イベント産業振興協会（ＪＡＣＥ）〕など

（なお、法的に定められた工事や作業等を行う場合には、建築士、施工管理技士、電気工事士、警備業務検定等の有資格者が必須とされることがある。）

【平成11年改訂・労働省職業分類(小分類)との対応】

・１９４：プロデューサー、演出家　　　　　　・２５２：企画・調査事務員




